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専修大学広報課
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｜
｜
改
め
て
１
期
目
を
振
り

返
っ
て
の
感
想
は
。

　
故
矢
野
建
一
前
学
長
が
道

筋
を
つ
け
ら
れ
た
１
４
０
周

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
遂

げ
る
ん
だ
と
い
う
思
い
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
教
職
員
、

さ
ら
に
は
学
生
も
含
め
て
改

革
の
方
向
性
を
理
解
し
て
く

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
共

有
化
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お

陰
で
さ
ほ
ど
困
難
さ
を
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
期
目
の
就
任
直
前
、
神

奈
川
県
学
童
軟
式
野
球
選
手

権
大
会
（
専
大
カ
ッ
プ
）
で

大
会
会
長
代
行
を
務
め
、
ま

た
、
黒
田
博
樹
さ
ん
（
平
９

商
、
当
時
広
島
カ
ー
プ
）
の

２
０
０
勝
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参

加
し
、
個
人
的
に
野
球
が
と

て
も
身
近
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
３
年
間
、
全
国

各
地
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
ど
の
分
野

で
も
、
専
大
の
卒
業
生
が
活

躍
し
て
い
る
と
再
認
識
し
ま

し
た
。
し
か
も
ど
な
た
も
母

校
を
深
く
愛
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
専
大
の
強

み
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。
最

近
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
の

大
関
稔
さ
ん
（
平
31
商
）
が

再
び
ア
マ
名
人
、
そ
し
て
ア

マ
本
因
坊
に
輝
き
ま
し
た
。

大
車
輪
の
活
躍
に
感
動
し
て

い
ま
す
。
淡
々
と
自
分
の
仕

事
を
や
り
切
る
姿
勢
は
、
専

大
Ｏ
Ｂ
に
共
通
す
る
資
質
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

｜
｜
今
、
学
生
に
伝
え
た
い

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

　
学
問
に
勤
し
む
の
が
基
本

で
す
が
、
大
学
に
は
そ
れ
以

外
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
自

分
な
り
に
や
り
た
い
こ
と
が

決
ま
っ
た
ら
そ
れ
に
集
中
し

て
ほ
し
い
。
必
ず
う
ま
く
い

く
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
集

中
力
を
つ
け
る
こ
と
は
将
来

き
っ
と
役
に
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
学
問
に
関
し
て
言
え

ば
、
自
分
の
分
野
の
専
門
書

を
精
読
し
て
ほ
し
い
。
一
冊

に
２
、
３
年
か
け
て
も
か
ま

わ
な
い
。
大
変
で
す
が
、
新

し
い
課
題
に
取
り
組
む
胆
力

が
養
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

｜
｜
オ
ー
ル
専
修
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
学
生
、
ご
父
母
・
保
護
者
、

校
友
な
ど
本
学
に
関
わ
り
を

持
つ
多
く
の
方
々
が
、
１
４

０
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、

感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
成
果

を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
学
長
と
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
専
修
大
学
を
応
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

誕
生
し
、
来
年
度
は
経
済
学

部
の
学
科
改
組
を
行
い
ま

す
。
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら

教
育
改
革
に
つ
い
て
入
学
希

望
者
に
広
く
知
ら
せ
る
こ

と
。
そ
れ
が
差
し
当
た
り
こ

の
半
年
の
私
の
仕
事
の
メ
イ

ン
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
20
年
度
以
降
に
な
り
ま
す

と
、
積
み
重
ね
て
き
た
教
育

改
革
が
い
よ
い
よ
全
面
的
に

動
き
出
す
わ
け
で
す
が
、
実

効
性
を
検
証
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
30
年
の

創
立
１
５
０
周
年
の
専
修
大

学
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
英

知
を
集
め
て
未
来
像
を
描
い

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

｜
｜
１
５
０
周
年
に
向
け
て

の
プ
ラ
ン
は
。

　
本
学
に
は
特
色
あ
る
学
部

・
学
科
・
大
学
院
が
あ
り
、

そ
れ
が
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、
価
値
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ま
た
、
両
キ
ャ
ン
パ

ス
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
来
年
度
以

降
、
法
学
部
を
含
め
た
３
学

部
の
学
問
的
シ
ナ
ジ
ー
が
発

揮
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
か
ら

栄
え
た
神
田
に
大
学
が
あ
る

意
味
も
考
え
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
学

生
街
の
た
た
ず
ま
い
を
形
成

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
ハ

ー
モ
ニ
ー
の
よ
う
に
織
り
な

す
神
田
神
保
町
で
、
新
た
な

知
と
文
化
の
発
信
拠
点
に
な

る
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し

て
い
き
ま
す
。
来
年
完
成
の

新
校
舎
の
多
目
的
ホ
ー
ル
も

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
今

後
、
政
府
が
進
め
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
で
社
会
的
課
題
を
解

決
す
る
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・

０
」
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
て
る
仕
組
み
づ
く
り
が
展

開
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
各

学
部
に
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
研
究
者
が
多
く
い
ま
す

の
で
、「
生
田
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
」
と
い
う
べ

き
横
断
的
な
研
究
が
期
待
で

き
ま
す
。

｜
｜
２
期
目
の
抱
負
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
専
修
大
学
創
立
１
４
０
周

年
に
当
た
る
来
年
２
０
２
０

年
に
向
け
、
全
学
的
に
最
終

調
整
段
階
に
き
て
い
ま
す
。

各
学
部
の
取
り
組
み
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
新
設
、
商
学
部
・

大
学
院
商
学
研
究
科
の
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
で
は

教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生

の
皆
さ
ん
に
も
大
き
な
影
響

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

情
報
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く

示
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
今
年
度
経
営
学
部
ビ
ジ

ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
文
学

部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
が

足
掛
け
５
年
　
法
学
部
１
４
０
回
連
続
講
演
会
最
終
回
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

育
友
会
支
部
懇
談
会
全
国
で
開
催
　
東
京
・
青
森
詳
報
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

江
戸
の
妖
怪
が
大
集
合
　
図
書
館
本
館
で
企
画
展
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

商
学
部
・
石
川
ゼ
ミ
、
岡
田
ゼ
ミ
が
学
外
で
活
躍
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

２
０
１
９
専
大
カ
ッ
プ
　
平
戸
イ
ー
グ
ル
ス
が
初
優
勝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❽

経
営
・
庄
子
ゼ
ミ
が
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
協
力
…
…
…
…
…
…
…
…
10

石
巻
専
修
大
学

　
佐
々
木
重
人
学
長
が
専
修
大
学
の
学
長
に
再
任
さ
れ
、
９
月
１
日
か
ら
２
期

目
に
入
っ
た
。
来
年
の
創
立
１
４
０
周
年
に
向
け
て
の
意
気
込
み
と
、
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
を
伺
っ
た
。

創
立
１
４
０
周
年
さ
ら
に
は
１
５
０
周
年
に
向
け
て

「
神
田
・
生
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
付
加
価
値
を
高
め

て
い
き
た
い
」
と
語
る
佐
々
木
学
長

英知集め未来像描く

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
専
修
大
学
は
、
被
災
さ
れ
た
学
生
と
保
護
者
の
方
に
対

し
て
、
安
心
し
て
学
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
下
記
の
担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
然
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

【
一

部

学

生
】
生
田
学
生
生
活
課

☎
044
・
９
１
１
・
１
２
６
７

　
　
　
　
　
　
　

神
田
学
生
生
活
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
２
４

【
二

部

学

生
】
二
部
事
務
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
８
３
５
９

【
大

学

院

生
】
生
田
大
学
院
事
務
課

☎
044
・
９
１
１
・
１
２
７
１

　
　
　
　
　

　
　
神
田
大
学
院
事
務
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６
８

【
法
科
大
学
院
生
】
法
科
大
学
院
事
務
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
９
１

佐
々
木
重
人
学
長
に
聞
く

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生

生
活
を
支
援
す
る
９
号
館

「
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
の
落
成
式
が
９
月
９

日
、
行
わ
れ
た
。
黒
門
広
場

南
側
に
位
置
し
、
学
生
生
活

課
、
学
生
相
談
室
、
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
集
約
し
た
。

　
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
５
階
建
て
。
延
べ
床

面
積
８
５
７
・
43
平
方
㍍
。

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
ら
の
自
然

光
が
１
階
ま
で
差
し
込
み
、

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
内

装
と
相
ま
っ
て
、
柔
ら
か
な

イ
メ
ー
ジ
の
空
間
を
作
り
出

し
て
い
る
。

　
１
階
に
学
生
生
活
課
と
保

健
室
。
２
階
に
は
学
生
相
談

室
と
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
室
を
置
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た

め
、
大
小
四
つ
の
部
屋
が
あ

る
ほ
か
、
学
生
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
も
設
け
る
。
３
階
に
は
資

格
講
座
を
受
講
す
る
学
生
を

支
援
す
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課
が
入

る
。
４
階
で
は
奨
学
金
な
ど

各
種
相
談
や
面
談
、
資
格
講

座
な
ど
を
行
う
。
各
課
の
業

務
開
始
は
９
月
17
日（
火
）。

　
落
成
式
に
は
日
髙
義
博
理

事
長
や
佐
々
木
重
人
学
長
は

じ
め
大
学
関
係
者
、
来
賓
約

50
人
が
出
席
。
日
髙
理
事
長

が
「
９
号
館
完
成
に
よ
り
事

務
組
織
が
動
き
出
す
こ
と

で
、
来
春
完
成
予
定
の
神
田

10
号
館
の
機
能
が
発
揮
で
き

る
」
と
述
べ
、
工
事
関
係
者

に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

神
田
９
号
館
落
成

神田９号館の外観

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

２
階
で
は
学
生
の
相
談
に
応
じ
る

神
田

新
た
な
知
と
文
化
の
発
信
拠
点

生
田
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
」


